
令和８年度事業計画書 

 

 

我が国の６５歳以上の人口は、３，６１９万人となり、前年に比べ５万人減

少はしているものの、総人口に占める割合は２９．４％となり、引続き過去最

高を更新しています。また、内閣府の高齢社会対策総合調査によると、高齢者

が「働けるうちはいつまでも」とした割合は上昇しており、高齢期における就

業意欲の高まりがみられています。 

このような状況の中で、シルバー人材センター事業は、高年齢者の一層の活

躍を促し、生きがいの充実、社会参加を促進することで、人手不足や現役世代

を支える分野での就業機会の推進を図る等の役割を期待されています。 

一方で、全国のシルバー人材センターにおいては、定年延長や高齢者雇用の

促進等の影響により、会員獲得の困難さが増し、引続き会員数の減少という大

きな影響を受けているところです。当センターの現状をみますと、全国のシル

バー人材センター同様に会員数は伸び悩み、また実績においても行財政難によ

る公共事業の縮減等、厳しい状況におかれています。 

令和８年度の当センターは、５カ年計画として策定した「第七次中期計画」

の中間年度として、引続き「会員拡大」「就業機会の確保と拡大」「安全・適正

就業の推進」「組織強化」を柱に事業運営を行っていきます。また、令和６年

に施行されたフリーランス法の趣旨を踏まえた「新たな契約方法」について、

昨年度移行した町田市との契約に続き、原則全ての請負・委任契約について移

行します。 

事業の適正かつ効率的な運営を基本とし、多くの会員が集い、働くことの喜

びを分かちあうことを大切にし、「いきいき わくわく 地域のシルバー」の

もと、行政との連携を図り、市民の皆様や関連団体・企業のご理解・ご協力を

頂きながら、積極的に事業を推進し取り組んでまいります。 

 

項目別には、以下のとおりです。 

 

Ⅰ 会員拡大 

 

１ 入会促進 

（１） ホームページやハローワーク等を通じて、働く意欲を持ち多様な働き

方を希望する高齢者に、センターの就業活動等を発信します。 

（２） イベント活動や共助会等を通じて、地域の高齢者の居場所としてセン

ターの魅力を紹介します。 



（３）毎月２回の定例説明会の他に、ＷＥＢ入会や出張説明会等、より多くの

方が参加しやすい様々なかたちの入会説明会を開催します。 

（４）未経験の分野でも挑戦、活躍できるように、研修等も含めた就業体験の

場を設けます。 

（５）入会手続きから承認までの期間短縮や内容について見直しを検討します。 

 

２ 会員の満足度向上 

（１）未就業の会員の現況調査を実施し、会員の情報の更新や就業の促進を図

ります。 

（２）窓口における随時の就業相談の他、定例の相談会を毎月実施します。 

（３）子育て関連の事業に従事する会員や新規に従事する会員に対する研修を

実施します。 

（４）自主事業等に向けたニーズ調査の結果を踏まえ、「知る場」を利用した

サロンを開設し、新しい知識や学び直し等の場を提供していきます。 

（５）フリーランス法の趣旨を踏まえた新たな契約方式の全面移行への対応の

ため「Smile to Smile（通称：スマスマ）」の登録を引き続き推進します。 

（６）「Smile to Smile」のさらなる登録と利用の促進を図るため、デジタルに

苦手意識をもつ会員への講習等を実施します。 

（７）「共助会」組織への側面的な支援を通じ、入会促進並びに仲間づくり等

の施策の充実を図ります。 

（８）講習会カード等に代わるポイント制度の導入を検討します。   

 

Ⅱ 就業機会の確保と拡大 

 

１ 会員のスキルアップ 

（１）新入会員を対象に、「入会時研修」を実施し、就業マナー、安全就業、

適正就業等の研修を実施します。 

（２）会員が、地域の支え手となれるよう入会時研修において「認知症サポー

ター養成講座」を実施します。 

（３）自発的なグループミーティングを含めた仕事別グループ会議を奨励し、

円滑な就業現場の確保並びに作業の標準化及びレベルアップを図っていき

ます。 

（４）入会後の会員を対象に、質の高いサービスを提供・維持するために、接

遇・情報管理・ハラスメント防止を中心としたフォローアップ研修を開催

します。 

（５）職種別に特化した技能研修等を企画し、スキルアップの構築を図ります。 



（６）上部団体である「東京しごと財団」主催等の研修や講習会への参加を推

奨し、知識や技能等、スキルの習得、向上を図っていきます。 

 

２ 地域ニーズの把握 

（１） 行政に対して新たな就業の確保や指定管理者からの請負・派遣業務の

受注の働きかけを行うとともに、ダイレクトメールの送付や訪問活動をお

こない、就業拡大を図ります。 

（２） 需要が見込まれる子育て分野に関する事業について、積極的に就業開

拓を行っていきます。 

（３）多様化する会員の就業ニーズに対応し魅力ある仕事を確保するため「東

京しごと財団」のトライアル就業を積極的に活用し、民間企業の新規就業

先の開拓をします。 

（４）人手不足分野の就業会員の確保と養成を行うため、ライフワーク説明会

等を実施します。 

 

３ 発注者の満足度向上 

（１） 一般家庭等の仕事について、技能職における後継者育成や、「暮らしの

サポート隊（家事援助周辺事業）」等を通じて、就業の拡大を図っていき

ます。 

（２） 家事援助事業について高齢者支援センター等と連携をとり、より継続

性ある事業展開を図ります。 

（３）サービス向上のため、継続契約先に対し、コーディネーター等を通じて、

就業内容の点検や改善を行い、フォローアップ体制の充実に努めていきま

す。 

（４）発注者の利便性向上のため、修正を図りながら一部の受注についてオン

ライン受注を引き続き実施します。 

 

Ⅲ 安全・適正就業の推進 

 

１ 安全就業の推進 

（１）“安全は全てに優先する”の基本理念のもと、組織一丸となって安全就

業に取り組みます。 

（２）昨年度発生した重大事故を踏まえ、「安全就業基準」並びに「作業別安

全就業基準」の周知徹底や、ポスター掲示、リーフレット配付、安全情報

誌の発行、安全標語の募集、グループ研修での安全講義等の様々な機会を

通じて、会員の安全に対する周知や意識啓発をより一層、図っていきます。 



（３）KYT（危険予知トレーニング）の推進や自己の健康の把握や維持管理に

ついて、フレイル予防等の講習などを企画します。 

（４）緊急時の早期対処が円滑に行われるよう、高齢者支援センターとの連携、

及び安全キーホルダーを推奨し、安心・安全な体制づくりを目指します。 

（５）酷暑期における就業・行動指針（ガイドライン）をホームページやスマ

スマ等で幅広く職種グループに発信していきます。また、ファンベスト等

の購入の費用補助を実施します。 

（６）現場巡回を定期的に行い、就業前の準備運動の奨励や「安全就業基準」

等に即した指導及び啓発活動を行っていきます。また、植木職については

別途、特別巡回を実施します。 

（７）刈払い機使用における適切な養生の仕方や、使用する刈払機の刃を限定

し、石飛び事故の再発防止を徹底いたします。 

（８）事故に関連する現場の確認や会員への聞き取り等を行い、再発防止策を

見出していきます。 

（９）「東京しごと財団」の安全講習等の参加を推奨します。 

 

２ 適正就業の推進 

（１） 法令遵守等の適正な就業について、入会時研修を通じて会員に周知す

るとともに、発注者に対しては、書面で周知を行います。 

（２） 新しい契約方法について、会員並びに発注者に研修や書面を通じて周

知していきます。 

（３）長期就業の是正について、指定現場を含むエントリー制度を引き続き実

施し、効果的なワークシェアリングの推進を進めていきます。 

（４）会員の能力に応じた就業並びに発注者に対する公平性を担保するため、

請負制度に切替えた除草及び植木剪定等の契約について順次、検証・見直

しを図っていきます。 

 

Ⅳ 組織強化 

 

１ 組織強化 

（１）定例理事会及び必要に応じた臨時理事会等を開催し、入会承認等の規程

に基づく決議事項の他、重要方針の決定並びに諸規程の整備等を行います。 

（２）専門委員会を毎月開催し、所掌事項の検討や計画を必要に応じ実施しま

す。また、合同委員会を開催し、情報の共有や連携の強化を図ります。 

（３）専門委員会活動のより一層の活性化と組織強化を図るため、専門委員長

会議を開催します。 



（４）地域におけるセンター事業の推進役である地区担当委員・地域班長の合

同会議や研修を開催し、事業の報告や実施計画、並びにセンターの現況や

課題について認識を共有します。 

（５）地域班相互の連携を深めるため、自主的に集う「地区担当委員連絡会」

や「地区担当委員・地域班長意見交換会」等の開催を推進します。 

（６）地域連絡会を全地域で開催し、センターの現況や会員相互の情報交換、

また地域での就業やボランティア活動の計画等、地域班活動の活性化に努

めます。 

（７）シンボルマーク等の検討や会員活動の活性化のための研修を推進し、セ

ンターの基本理念の再認識や醸成を図ります。 

（８）持続的な組織運営のため、役員報酬等の在り方を検討します。 

（９）地区ごとにおけるセンター状況をデジタルデータ等で提供できるよう努

めていきます。 

 

２ 広報周知活動 

（１）ホームページでは、ご依頼いただく仕事の内容以外にもイベント情報や

共助会活動など、より多岐に渡り発信し、リニューアルも含め情報の充

実と利便性の向上を図ります。 

（２）スマートフォンに対応した閲覧しやすいホームページの改善に努めます。 

（３）町田市に対して「広報まちだ」への掲載や、施設等へのパンフレット配

架、町内会・自治会向けの掲示等の依頼を行っていきます。 

（４）「銀齢だよりタブロイド版」の発行や地域情報誌の活用、マスメディア

など多様な媒体を通じた市民へのセンターの認知度向上を図っていきます。 

（５）センターのイメージアップを含む広報・周知を図るため、主催する「シ

ルバー交流まつり」や町田市等が開催する一般市民対象の各種イベントへ

参加をします。 

（６）「銀齢だより」等を通じて、より分かりやすいセンターの動向や会員活

動等の情報共有に努めます。 

（７）就業時や社会貢献活動におけるビブス等の着用、わくわくプラザ町田に

設置する「きんじょの本棚 銀の架け橋（昭和⇔未来）店」を継続し、セ

ンターの認知度の向上を図ります。 

 

３ ボランティア活動の推進 

（１）「市内一斉美化清掃」を含む地域班の活動や、仕事別グループ等を主体

とした社会奉仕活動を推進し、さらに新たな活動の検討を行い“ボランテ

ィアへの全員参加”を目標に、参加延人員の増加を目指します。 



（２）町田市のホームタウンチーム「FC 町田ゼルビア」等の試合運営支援を行

っていきます。 

（３）町田市との協定に基づいた「高齢者見守り活動」並びに「空き家対策」

の周知啓発・相談事業に協力していきます。 

（４）「赤十字運動支援」、「学校支援」、「昔遊び」等の公益性の高いボランテ

ィア活動を実施していきます 

（５）社会福祉協議会等と連携したフードドライブ活動を実施します。 

 

４ 財政の安定化 

（１）一層の事務の効率化を進め、「新たな契約方法」や「新公益会計基準」

への移行等に伴う事務量の増加や今後のセンターの財政的な負担の軽減を

図ります。 

（２）日常業務における経費節減を行っていくとともに、行政に対しては、公

的補助の維持・増額への理解を働きかけます。 

（３）センターの情報伝達及び業務の効率化を図るため、また新しい契約方式

に対応するため、「Smile to Smile」の活用等によるデジタル化をさらに推

進していきます。 

                                以上 

 


